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た．知識情報・図書館情報学類の科目シラバスを，RDF を XMLで記述した RDF/XML 形
式へ変換する例を図 3.2に示す．
シラバスの収集では，Web クローラによる一括収集と手動によるダウンロードを行った．









































合せを行い，シラバスのデータを取得する．Seame API または Java*6標準ライブラリの
HttpURLConnectionクラスを用いて，Sesame で定義されているエンドポイントの URLを
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図 4.1 最短距離法を用いたクラスタリング結果（情報科学類）
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図 4.2 群平均法を用いたクラスタリング結果（情報科学類）
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図 4.3 最長距離法を用いたクラスタリング結果（情報科学類）
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図 4.4 ward法を用いたクラスタリング結果（情報科学類）






























いた結果との間で比較を行った（図 4.5，図 4.6，図 4.7，図 4.8，図 4.9，図 4.10）．
科目単独特徴量の図（図 4.6，図 4.8，図 4.10）では，数珠つなぎの形状である部分が複数見
られる．包摂関係特徴量の図（図 4.5，図 4.7，図 4.9）では，この部分が一部分離して，異な











（図 4.6）では 0～300であるのに対して，包摂関係特徴量（図 4.5）では 0～500である．知識
情報・図書館学類については，科目単独特徴量（図 4.8）ではほとんどの科目が 0～約 200の





形成している．科目単独特徴量の図（図 4.6，図 4.8，図 4.10）と比べて，包摂関係特徴量の




徴量の図（図 4.6，図 4.8，図 4.10）では離れた位置に出現するが，包摂関係特徴量の図（図
4.5，図 4.7，図 4.9）では，まとまって出現する箇所がある．情報科学類を観察すると，科目
単独特徴量（図 4.6）において，データベース概論 I，データベース概論 II，情報検索概論が
それぞれ離れた位置に出現している．包摂関係特徴量（図 4.5）おいては，データベース概論
I，データベース概論 II，情報検索概論が 1個の小規模クラスタにまとまっている．また，科
目単独特徴量（図 4.6）において，技術英語 II，専門英語 I,II,IIIが 1個の小規模クラスタに
まとまっているが技術英語 Iが離れた位置に出現している．包摂関係特徴量（図 4.5）におい
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図 4.5 包摂関係特徴量を用いたクラスタリング結果（情報科学類）
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図 4.6 科目単独特徴量を用いたクラスタリング結果（情報科学類）
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図 4.7 包摂関係特徴量を用いたクラスタリング結果（知識情報・図書館学類）
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図 4.8 科目単独特徴量を用いたクラスタリング結果（知識情報・図書館学類）
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図 4.9 包摂関係特徴量を用いたクラスタリング結果（情報メディア創成学類）
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図 4.10 科目単独特徴量を用いたクラスタリング結果（情報メディア創成学類）
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図 4.11 包摂関係特徴量を用いて関係性を抽出した図（情報科学類）
図 4.12 科目単独特徴量を用いて関係性を抽出した図（情報科学類）
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図 4.13 包摂関係特徴量を用いて関係性を抽出した図（知識情報・図書館学類）
図 4.14 科目単独特徴量を用いて関係性を抽出した図（知識情報・図書館学類）
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